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研究成果の概要（和文）：本研究では、1,000を超える医療機関からDPCデータ（性別、生年月日、疾患名、重症
度等の患者属性および検査や処置、薬物療法や手術等の診療行為等の情報がわかるデータ）を収集するととも
に、そのうちの9施設からさらに入院基本料等の施設基準に係る届出書添付書類 様式9（看護師の勤務状況情報
がわかるデータ）を収集し、患者アウトカムに影響を与える患者要因（性、年齢、疾患、重症度等の患者属
性）、診療要因（検査や処置、薬物療法や手術等の診療行為）、看護サービス要因（看護ケアサービス量等）を
明らかにすることを試みた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we gathered DPC (Diagnosis Procedure Combination) data from 
over 1,000 hospitals. DPC data encompasses patient attributes, including gender, birth date, 
diagnosis, severity of illness, as well as medical interventions such as diagnostic tests, 
therapeutic procedures, pharmaceutical interventions, and surgical interventions. Additionally, we 
gathered Form 9 data, which provides the information of nursing staffing, from nine select 
facilities within the sample. 
After that, we attempted to examine the impact of patient characteristics, medical procedures, and 
nursing care services on patient outcomes.

研究分野：医療・看護マネジメント学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、患者アウトカムに影響を与える患者要因、（診療行為だけではなく看護ケアも含めた）医療提供者側
要因について、包括的に検討した研究である。
医療サービスの中で大きな役割を占める看護サービスの影響評価については、本邦では特に未成熟の領域であ
り、本研究成果は日本の医療の質・安全性・効率性向上に貢献できる意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

医療の質向上のためには、データに基づく質の評価やマネジメント手法の開発は重要である。

近年日本では、急性期の入院患者に対する患者分類法（Diagnosis Procedure Combination: DPC）

に基づく診療報酬支払い制度開始に伴い、大多数の急性期病院において DPC データが作成され

るようになった。DPC データとは、診療報酬請求業務に関連して作成される標準化されたデータ

であり、様式１（簡易的な退院サマリ）、E/F ファイル（診療行為や医薬品、医療材料の実施日や

回数・数量等の情報）、Dファイル（DPC コード等の診療報酬請求のための情報）、Hファイル（重

症度、医療・看護必要度に係る評価票のデータ（以下、看護必要度データ））等で構成される。

そのため DPC データを活用することで、患者背景、入院時の状況、入院中の日々の診療内容や患

者状態、退院時の状況といった一連の入院プロセスや患者状態がわかる。 

看護必要度データは、入院患者に関する「A.モニタリング及び処置等（呼吸ケア、輸血や血液

製剤の管理の有無等）」と「B.患者の状況等（寝返り、移乗、口腔清潔に関する介助の有無等）」、

「C.手術等の医学的状況（開頭手術や開胸手術から 7 日以内か否か等）」といった標準化された

A、B、Cの評価項目で構成され、この情報は毎日収集されている。そこで、看護必要度データを

用いて、日々の患者状態の把握やその情報を用いた診療・ケアの質評価が実施されてきた。 

しかし、患者アウトカムに対する患者要因や診療行為要因の影響は明らかになりつつある

ものの、医療サービスの中で大きな役割を占める看護サービスの影響評価については未着

手の状況である。そのため、患者アウトカムに影響を与える患者要因、（診療行為だけでは

なく看護ケアも含めた）医療提供者側要因について、包括的に検討される必要がある。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は「患者アウトカムに影響を与える患者要因（患者特性）と医療提供者要因（診

療内容や看護師配置状況）を明らかにすること」である。 

 

 

３．研究の方法 

研究実施にあたり、倫理委員会から研究実施の許可を得た。その後、全国の急性期病院に対し

て、研究目的の説明、参加の依頼、同意の取得、守秘義務契約の締結等を文書で行った。研究参

加を表明した病院から 2018 年度と 2019 年度の DPC データ（2018 年 4 月～2019 年 3 月の間に入

院実績のある患者のDPCデータと2019年 4月～2020年 3月の間に入院実績のある患者のDPCデ

ータ）を収集し、大規模データベースを構築した。また、そのうちの 9施設についてはさらに、

研究目的の説明、参加の依頼、同意の取得等を口頭および文書で行い、看護師配置（実際の勤務

状況）の情報（2019 年度）も収集し、看護師の勤務時間情報も加味した数施設データベースを

構築した。 

なお、分析対象が 2018 年度と 2019 年度の DPC データであるため、看護必要度に係る評価票

は表 1の通りである。 



 

1） 誤嚥性肺炎で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因の検討 

誤嚥性肺炎で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因を患者要因の視点か

ら検討した。2018 年 4 月から 2019 年 3 月に入院した患者 23,781 人を対象に分析した。患

者背景因子はχ2 検定及び Mann-Whitney の U 検定を用いて「自宅／自宅外」で群間比較し

た。看護必要度評価項目は因子分析で集約し、退院先を従属変数、患者背景因子、病院背景因

子、看護必要度の各因子の有無を独立変数としてロジスティック回帰分析を行った。 

 

2） 脳梗塞で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因の検討 

脳梗塞で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因を患者状態の視点から検

討した。2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日までに入退院した 65 歳以上の脳梗寒患者

26,263 人を対象に分析した。対象患者の背景因子、退院時の医療処置・ADL、病院要因につい

て、白宅退院群と自宅外退院群の 2群で比較した。2群問で有意差があった項日について自宅

外退院の有無を従属変数としてロジスティック回帰分析を行い、自宅外退院影響因子を抽出

した。作成したモデルの ROC 曲線を作成し AUC を算出した。 

 

3） 大腿骨頸部骨折で入院した高齢患者の自宅外退院に関連する要因の検討 

大腿骨頸部骨折で自宅から急性期病院に入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因を

検討した。2018 年 4 月から 2019 年 3 月までに入院および退院した 65 歳以上の自宅からの

入院患者 43,064 人を対象に分析した。退院先（自宅/自宅外）を従属変数、社会人口学的状況、

患者背景、退院時の患者状態、病院機能を独立変数としてロジスティック回帰分析を行った。 

 

4） 大腿骨近位部骨折患者における ADL 回復過程の可視化、関連する施設要因の検討 

大腿骨近位部骨折術後患者における ADL の経日的変化の可視化、ならびに ADL の早期回復

に影響する環境要因の検討を実施した。2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日に急性期病院に



おいて股関節・大腿近位の骨折で手術を行い退院した 65 歳以上の患者のうち、手術翌日から

退院前日までに移乗の状態が回復した患者 20,025 人を対象に分析した。具体的には、DPC デ

ータを用いて、対象者属性、施設属性、移乗の状況についてのデータを収集し、移乗能力の回

復速度と施設属性との関連を調査した。統計学的手法は Mann-Whitney の U 検定、もしくは

χ2検定による群間比較ならびにロジスティック回帰分析を行った。 

 

5） 死亡退院に影響を与える患者および医療提供者要因の検討 

死亡退院に影響を与える患者および医療提供者要因を、2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日

の間に急性期病院 9施設の一般病床に入院・退院した患者について分析した。 

 

 

４．研究成果 

1） 誤嚥性肺炎で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因の検討 

自宅外退院に影響する患者要因は「75～84 歳」、「85 歳以上」、「Activity of Daily Living

（ADL）」、「危険行動」、「経管栄養」、「中心静脈栄養」、「A 項目因子 1:循環・呼吸の管理」、「ド

レナージの管理」、「危険行動×経管栄養」、「循環・呼吸の管理×褥瘡」、「A 項目悪化」であっ

た。ADL 能力と医療的処置が重要な要因であることが明らかとなった。 

 

2） 脳梗塞で自宅から入院した高齢患者の自宅外退院に影響する要因の検討 

自宅外退院に影響する患者要因は、退院時 JCS がⅠ-1～3、Ⅱ-10～Ⅲ-300、退院時経管栄

養・喀疾吸引あり、退院時動作要介助、退院時排泄要介助、Rankin Scale 悪化であった。ROC

曲線の AUC は 0.89 であった。退院時に動作・排泄に介助を要すること、意識障害があること

が自宅外退院に影響し、先行研究を支持するものとなった。退院時における喀痰吸引や経管栄

養が必要であること、入院時より ADL が低下していることが、自宅外退院の影響要因であるこ

とが新たに明らかとなった。 

 

3） 大腿骨頸部骨折で入院した高齢患者の自宅外退院に関連する要因の検討 

自宅外退院に影響を与えていた要因は、75～84 歳（オッズ比[OR] = 1.81）、85 歳以上（OR 

= 2.17）、 心電図モニタの管理または呼吸ケア（OR = 1.44）、日常生活活動の支援レベル（OR 

= 4.56）、患者と看護師の比率が 7:1 である病院 (OR = 2.12)であった。 

 

4） 大腿骨近位部骨折患者における ADL 回復過程の可視化、関連する施設要因の検討 

ロジスティック回帰分析（早い回復＝ 1 ）の結果、「0 －199 床」と比較して「200－399

床」、「400－599 床」、「大学病院」のオッズ比はそれぞれ 1.23、1.29、1.38 であった。リハビ

リ量・頻度については統計学的な有意差はなかった。施設規模によってアウトカム（ADL の回

復速度）に差が生じることが明らかとなった。 

 

5） 死亡退院に影響を与える患者および医療提供者要因の検討 

死亡退院患者が生存退院患者より、男性の割合、平均年齢、チャールソン併存疾患指数の値

が高く、1日あたり平均看護ケア時間は短かった。多変量解析の結果、男性であること、年齢

が高いこと、併存疾患が多い（チャールソン併存疾患指数が高い）こと、また 1日あたり平均

看護ケア時間が短いことが、院内死亡に有意に影響を与えていることが明らかとなった。 
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